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はじめに
筆者は2003年にカンボジアの伝統絹絵絣（きぬえがすり）「ピダン」と出会い，その絹絵絣ピダン
の復興と伝承の一助になればと考え，友人たちと共にピダンプロジェクトチーム（PPT）を結成
し，ささやかな協力活動を続けてきた1。カンボジアの伝統織物の中でも，伝統絹絵絣ピダンは，カ
ンボジアの文化や伝統の奥深さ，技術のすばらしさを象徴しており，アメリカ合衆国の首都ワシント
ンD.C.のスミソニアン博物館，平山郁夫シルクロード美術館，福岡市美術館にも所蔵されている2。
しかしカンボジアの長い内戦を経て，アンティークの絹絵絣ピダンは，消失，海外へ流出するなどし，
国内にはほとんど残っていない。カンボジアで衣服として着用するために用いられる絹織物は一般的
によく知られているが，建築や儀礼の装飾用に用いられる絹絵絣ピダンについては一般的にはあまり
知られていない。絹絵絣ピダンの文様は図面に描いて伝承するものではなく，高齢化した織り手がい
なくなれば，その技術と複雑な文様も織り手と共に消失する。そのため，絹絵絣ピダンの伝承は，緊
急を要しているのである。
本稿では，第一に，絹絵絣ピダンとは何か，その制作方法，カンボジア独自の文様や用途，につい
て，現在，明らかにされている点を確認する。第二に，カンボジアにおける着用を含む絹織物全体の
生産の現状と課題を考察し，制作に高度な技術を必要とする絹絵絣ピダンの伝承の危機について考察
する。第三に，絹絵絣ピダンの復興と伝承をめざす市民による活動を紹介し，絹絵絣ピダンの復興と
伝承の可能性について考察し，残された研究課題を示す。
1.絹絵絣ピダンとは何か
11.絹絵絣ピダンの制作方法
絹絵絣ピダンは，カンボジアの染織を代表する緯絣（よ
こがすり）である（図1参照）。岩永（2003，2005）はカンボ
ジアの絹織物の染めと織りの伝統的技法は，1）先染めか
後染めか，2）平織か三枚綾織（あやおり）か，3）無地
格子縞経絣（たてがすり）緯絣紋織（もんおり）の組
み合わせによって分類され，またカンボジアの緯絣の用途
は主に二つに分けられるとする。すなわち，1）建築の装
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1 米倉（2014）。
2 ション（2008），福岡市美術館（2003），森本（1998，2008）。
図1.絹絵絣ピダンの一例 注）筆者撮影。
飾用（寺院の装飾，結婚式や葬式などの儀礼の装飾）と2）着用（筒型スカート状に着用するサンポット，パ
ンツスタイルで着用するチョンクバン）である。絹絵絣ピダンは前者に含まれ，寺院や式典での装飾
用である。ただし現在，寺院の天井の多くは化学繊維で飾られ，絹絣の使用例は非常に限られている。
絹絵絣ピダンの用途については13.で改めて説明する。
絹絵絣ピダンは，三枚綾織の緯絣である。その細かく
複雑な模様を織り出すため，緯糸のくくりと染めには高
度な技術が必要である。平織は，織物の表裏いずれの側
から見ても，経糸と緯糸が交互に1対1の割合で見える
（図21。白が経糸，黒が緯糸とする）。三枚綾織は，経糸1
に対して文様を表す緯糸が2の割合で表に見え（図22），
文様がはっきりする。カンボジアの絹絣の表側の色が鮮
やかで明るく，裏側の色が薄暗い理由はここにある。
緯絣の制作方法は，以下の手順を踏む。まず絹糸を部
分的にくくり（図3，図4），防染加工して糸に文様を先に染める。染めた糸を「絣糸」と呼び，絣糸
が経糸（たていと）であるものを経絣（たてがすり），絣糸が緯糸（よこいと）であるものを緯絣（よこ
がすり）と呼ぶ。カンボジアの絹絵絣ピダンは緯絣である。その制作は，すべて手作業で行われ，絹
糸をバナナの繊維（最近はビニールの糸）でくくって1色染め，別の色に染める部分のくくりをほどい
て1色ずつ順々に染める（図5）。そして染めた糸を，織り機に経糸をかけ，くくって染めた緯糸を1
本ずつ通して，柄を合わせながら筬（おさ）で打ち寄せて織り込む（図6，図7）。
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図21.平織 図22.三枚綾織
注）植村（2003，2006）を参照し，筆者作成。布
を表側から見た場合，白部分が経糸，黒部分が緯
糸を表し，黒の緯糸部分が，三枚綾織では平織の
2倍，表側に見えることを意味する。
図3.緯糸をはり，文様をくくり，
防染する。ンゲット氏。 図5.文様をくくっ
た緯糸を染め，乾い
たら，次の色を染め
る。リウサエム氏。
図6.織り機に経糸をはり，そこに
染めた緯糸を通して織っていく。
図7.リウサエム氏が
ピダン復興に共鳴してデ
ザインしたオリジナルの
創作ピダン。
注）図3～図７ 筆者撮影。
図4.緯糸に文様をくくってから糸
を染める。
12.絹絵絣ピダンの文様
絹絵絣ピダンは，カンボジア社会に深く浸透した信仰と宗教的実践に基づいている3。現在，カン
ボジアの人口の9割が上座仏教を信仰している。しかし，その宗教的な世界観は，世界遺産アンコー
ルワットに象徴されるように，かつて信仰されたヒンドゥー教や土着の神々などが様々に融合し，現
在も人々の生活の中に浸透し混在している。こうした信仰や世界観が絹絵絣ピダンに描かれている。
このように多様な要素が混在し融合して描かれている点も，絹絵絣ピダンがカンボジア独特の絹織物
とみなされる理由の一つであると筆者は考える。
岩永（2005）は絵画的な文様は大きく2つに分けられるとする。第一に，神話習俗自然などに
関わる文様で，建国神話に登場するナーガ（インド神話における半神的な性格をもつ大蛇または龍。不死
生命を象徴し，カンボジアでは，水大海や大地を司る守護神として人々に奉られている），精霊，人，建築
物，バイサイ（バナナやヤシの葉で作った供物），シップクロス（船柄）4，生命樹（ナーガと共にヒンドゥ
ー教の中では神格化されている），動物，鹿，馬，孔雀，小鳥，魚などの生物が含まれ，白い象，鳳凰，
宇宙観や精神世界などを描いたものが多い。代表的な文様として「生命樹動物文様緯絣」をあげてい
る。絹絵絣ピダンの第二の主な文様は仏教的文様である。仏伝の一部，仏教説話ジャータカ，本生譚
（仏教に関わる古代説話。シッダールタ太子が悟りを開くまでの物語，ヴェッサンタラ太子の物語など）などが
あり，代表的な文様として「天上界動物文様緯絣」をあげている。アプサラ（天女），花，雲，など
も描かれている。しかし，さらにこの2分類に当てはまらないイスラーム的な文様，たとえば「船生
命樹文様緯絣」も見られるという。その特徴は緯絣と緯紋織が併用されていることで，カンボジアで
は稀な組み合わせだという。一方，この併用は，インドネシアやマレーシアでは伝統的な手法で，イ
ンドネシアの南スマトラ州パレンバン周辺の作品「翼草花文様緯絣」のデザイン構成と類似しており，
両地域間の古くからの交易などによるつながりがあることを指摘している。
13.絹絵絣ピダンの用途
こうした文様の絹絵絣が「ピダン」と呼ばれるのは，
お寺の天井に飾られ（図8），カンボジア語で「天井」を，
ピダンと呼ぶことに由来する5。内戦前，人々はお寺に
ピダンを奉納し，お盆，結婚式，葬式などの仏教儀礼の
時に飾ったり，個人の家で仏教儀礼をする時に飾ったり
した。お寺では，本堂の内陣を囲むように，あるいは，
正面の天井や仏像の背後に飾ったりしていた。絹絵絣ピ
ダンは，心をこめ，仏に奉納する気持ちから作られた。
絹絵絣ピダンが仏像を守る「覆い」となるのと同様に仏
が自分を守り，無病息災，平穏無事に生きることができ
るよう仏が助けてくれることを願い作られた6。
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3 Green（2003，2008），ション（2008），福岡市美術館（2003），森本（1998，2008）。
4 ナーガやバイサイ，船などの文様については小川（2003）参照。
5 Green（2003，2008），ション（2008），福岡市美術館（2003），森本（1998，2008）。
6 ピダンの歴史意味についてはション（2008）参照。
図8.タカエウ県のアンオンダエット寺に
飾られた絹絵絣ピダン 注）筆者撮影7。
絹絵絣ピダンの文様の意味について，森本（2008）は，1980年代後半からカンボジア国内に入って
カンボジアの古い絣を収集したタイ人のコレクターに，東北タイのウボンラチャタニで聞いた話を記
している。それによれば，ナーガ（蛇龍神）は不死生命の象徴であるので，その文様のピダンが
結婚式など縁起の良い時に使われた。またナーガは大海大地を司る守護神なので，その柄の布を身
にまとうことで身を守る目的でも使われた。一方，生命樹や儀式の供物であるバイサイを描いた布は，
お葬式やお盆の時に飾られた。また王宮の高官の物には，その官位を表す文様が布の両端に描かれて
いるという。
2.カンボジアにおける絹織物生産の現状と絹絵絣ピダンの伝承の危機について
21.カンボジアにおける絹織物の生産地
複雑な文様の絹絵絣ピダンの制作には高度な技術が必要とされ，質の高い絹絵絣ピダンは限られた
織り手にしか制作できない。そこでまずカンボジア国内のどこで絹織物が織られているかを確認し，
次に高度な技術を要するピダンの制作の現状について考察する。
森本（1998，2008）は，ユネスコの依頼で1995年15月に，1970年代の内戦後，初めて「カンボ
ジアの絹織物の現状調査」を行った。その時，参考資料は皆無に等しく，ユネスコから渡されたのは
内戦前の1960年代後半にフランスの人類学者が調査して書いた織物や絹に関するレポート8のみだっ
たという。また調査を行った1995年は，1991年パリ和平会議，1993年UNTAC（国際連合カンボジ
ア暫定統治機構）管理下の総選挙後ではあったものの，まだカンボジア国内で地域によってはクメー
ルルージュとの戦闘が続いていた。森本氏は，安全を確認しながら調査をし，織物がありそうでも
安全の確認ができなかったボンティアイミアンチェイ県
9，コンポントム県には行けなかった。
伝統的なサンポットホールという緯糸絣の布を織っていたのは，タカエウ県の三郡（サムラオン郡，
バティ郡，プレイカバス郡）
10，絣産地として有名なプレイヴェーン県シトーカンダール郡プレッ
クチャンクラン行政区（隣接する三村のみで，各村内で絣を分業して織っているが，周辺の村では全く絣
は織っていない），メコン河沿いでコンポンチャーム県のチャム系の村（クラチエ県との県境の近く。
絣織りの産地として有名）であり，綾織の産地はカンダール県に集中し，中でもクサイカンダール郡
タオン村，その対岸のコダッ（島）で盛んだった。その他，庶民のサローンやクロマーを織る地域は，
上記以外の県のほか，コンポート県，コンポンスプー県，コンポンチャーム県，シアムリアプ県
などとしている。
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7 2003年にピダンプロジェクトチーム（PPT）のメンバーと筆者が絹絵絣ピダンを探しにタカエウ県で
織物が盛んな地域を訪れ，寺で見つけた。クメールルージュ時代の後，奉納されたピダンだと僧侶は話し
た。張られた絹絵絣ピダンの文様は，ヴェッサンタラ太子の物語（仏陀の前世の物語。カンボジアではよく
知られた物語）や鹿などであった。この写真を見せるまで，カンボジアの織物研究をしている Green
（2003）は実際に寺に飾られている絹絵絣ピダンを見たことがなかった。後年，Green（2008）は自ら同寺
を訪れ，カンボジアの寺に実際に飾られている絹絵絣ピダンを確認した。
8 研究者名は書かれていないが，岩永（2005）に記されている1969年から1970年代初頭にかけてカンボジア
で染織と養蚕の調査を行ったDupaigne氏のレポートであると思われる。
9 カンボジアの地名は参考文献によって表記が異なることがあるため，本稿の中では統一した。そのため原文
と異なる場合もある。天川（2004），表1参照。
10 森本（1998）にはタカエウ県のぺイ村も記されている（郡名は記されていない）。
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11 岩永（2003）によればクダン村の東隣にポーム村があるとされる。NCDD（2014）ではクダン行政区にポーム村は記され
ていないが，プレイカバス郡コンポンリアップ行政区にペーム村は記されている。
12 NCDD（2014）ではクロイチマー郡クロイチマー行政区に「サムラオン村」と記されているが，クロイチマー郡の他の行
政区に「サラオン村」は記されていない。
13 NCDD（2014）にはプレックタカエと記されている。
14 コン（2013）も養蚕と絹織物の産地を調査し，プノンペンの北東約10kmに位置するコダッ織物生産共同体に属する5村
（村名は表1に記載）には1700世帯以上が暮らし，ほとんどが絹織物を織っているという。その他，コンが示した主要な
絹生産地は，県名が記されていなかったが，他の先行研究を参照し，筆者が表1に統合した。しかしコンがあげたメコン
河とトク川の間の地域とされる「LoveaPrekChrey,LeukDek,Peam Chor,LoveaEm」の4地名は，県名が不明な
ため表1に含めていない。
15 TheNationalCommitteeforSub-NationalDemocraticDevelopment（NCDD）はカンボジア政府が2008年に設立
した機関である。
表1.カンボジアの絹絹織物の生産地の概況
県 名 郡 名 行政区名 村 名
コンポート アンコーチェイ ダムドン ダムドン
アンコーチェイ アンコーチェイルー，アンコーチ
ェイクラオム
ダムボウククポッ タコー
チューク ミアンチェイ ヴィアルトゥバール
タカエウ プレイカバス プレイプダウ サイヴァー
プレイカバス トロペアンクローチ
タンヤーップ
チャー アンピルカンレッチ
クダン ヴィアル，ポーム（古い地図ではアング
ケップバオク）11，クダン
バティ トナオト ペイ，タノップ
サムラオン スラー スラーカンレッチ
キリヴォン
コンポンスプー プノムスロッチ プレイラムドール カプトゥック
オウ クランタタン
カンダール クサイカンダール プレックルオン プレックタオン
プレックタコウ プレックボンコン，プレックタコウ
プレックアムピル プレックアムピル
ポンニャールー ポンニャールー トゥオルオムパル
キエンスヴァイ
ムックカンポール
カンダールストゥン
サーン
プノンペン特別市 ルサイカエウ コダッ ルヴィア，チュンコッ，クバルコッ，コ
ダッ，ロネアッ
プレイヴェーン シトーカンダール プレックチャンクラン プレックタポック
コンポンチャーム カンミア スダウ スダウ
ロカーコイ ロカーコイ
コンポンシアム コーコール チャムカーセンセプ，コーコール
クロイチマー トレア トレア1，トレア2，トレア3，トレア4，
トレア5，メコン河沿いでクラチエ県と
の県境に近いチャム系の村
サラオン*12
コッソティン ルヴェ プレックタコウ13
ボンティアイミアンチェイ プノムスロック パオイチャー パオイチャー
シアムリアプ シアムリアプ チョトサム*
スレイスノム
トゥクチョー*
ウッドーミアンチェイ チュングカル
注）田中（2013），森本（1998，2008），朝日（2011，2012），荒神（2004），岩永（2003，2005），コン（2013）14，ThePhnomPenhPost
（2010a,2010b,2010c）を参考に筆者作成。地名は村と行政区の混同なども見られ，筆者がNIS（2008），NCDD（2014）15，天川（2004）を
参照し，ピダンプロジェクトチーム（PPT）メンバーの協力も得て，一部編集した。*NCDD（2014）では未確認の村名。
ユネスコ織物コースを指導し自ら高級絹織物を王家に納める工房をもつリウサエム氏も，1950
年代に外国産の絹と競争するため華僑系仲買人が絹の買い取り価格を下げたため，カンボジア国内の
絹生産が衰退し始めたと話している16。森本（1998，2008）も，カンボジアの織物の産地でも，かつ
ては多くの織物農家が養蚕，絹の生糸生産を行っていたが，生糸は市場で調達するようになり，養蚕
が衰退したとしている。かつて養蚕が盛んだったのはプノンペンの南のカンダール県のメコン河沿い
からベトナム国境近くまで，コンポート県アンコーチェイ郡，タカエウ県キリヴォン郡などで，そ
れ以外の各地でも養蚕が行われていたという。森本氏は調査後，内戦前まで養蚕や織物がどの家でも
行われていたというタコー村を選び，養蚕の再開を試みたのである。タコー村は，プノンペンから国
道三号線を南に約90100km，農道を1315km行った所，センハン山の西側，コンポート県東部アン
コーチェイ郡のアンコーチェイ村（寺院がある）の1km先にある。タコー村では1家族が3年前
まで，5家族ほどが10年前まで，他は25年前（内戦前）まで養蚕をしていた。タコー村には，桑の
木が残っている家が14軒あり，養蚕の道具がほぼ完璧に残されていた。それ以外，いくつか養蚕を
していた村はあったが，道具が残されている村はほとんどなかったという。森本氏は東北タイのウボ
ンラチャタニ県とスリン県からカンボウジュ種と呼ばれる熱帯の黄金の多化性蚕の繭を持ち込み，タ
コー村の人は生糸の生産を再開することに成功した。さらに草木染めについても調べ，内戦が始まる
1970年以前までは残っていたが，調査を行った1995年には，草木染めの技術を伝承している村は皆
無に等しかったという。タカエウの村で80代の女性に聞いた話では1950年代に化学染料が村で使わ
れるようになり，近代化の影響で手織物を含め生活の変化が起きたという。
以上を含め，筆者が先行研究を参照してまとめたカンボジアの絹絹織物の生産地の概況を表1に
示した。カンボジア国内の絹絹織物の生産について，さらに主に以下の三点の研究課題が残されて
いると筆者は考える。第一に表1の地域で現在も生産が行われているのか。第二に表1以外の地域で
は行われていないのか。第三に絹絹織物生産地の中で，特に絹絵絣ピダンが制作されている地域は
どこか，である。
22.カンボジア近隣国での絹絣生産の状況
カンボジア近隣国での絹絣生産の状況はどうであろうか。森本（1998）は，タイにおける生糸生産
も，中部や北部では近代化の過程で衰退し，絹の主な産地は量質ともに東北タイで，養蚕農家の8割
以上が東北タイにいるという。そして東北タイ南部のブリラム県，スリン県，シリサケット県は，カ
ンボジア国境に接し，クメール系の人々が多く暮らしており，伝統的に養蚕を続けているのはラオ
クメールの人々だという。彼らは主に自家消費のため，農家1軒あたり23kgの生糸を生産し，サ
ローンと呼ばれる腰布を1015枚，農閑期の乾期に織るという。東北タイの中で最も伝統織物が織ら
れるのはスリン県で，養蚕農家も多く，草木染めもノンカイ県など藍染を行う一部の村以外からは消
滅していたが，スリン県では続いており，スリン県プラサート郡の村の結婚式の際は，村で織られた
絹織物が贈られるという。また森本氏は1980年に初めてバンコクを訪れた時に国立博物館で緻密で
繊細な美しい古い絣を見て以来，15年にわたりタイの織物の村を訪れていたが，その流れをくむ布
とは出会えなかったという。しかし1994年にプノンペンの国立博物館で，その流れをくむ絣の布の
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16 ThePhnom PenhPost（1995）。
展示を見たことから，元はカンボジアの織物なのではないか，と考えたとしている。
森本（1998）は，カンボジアの織物には，インドからヒマラヤ山系を伝ってラオスに共通する流れ
と，インドから海洋島づたいにインドネシアなどと共通する流れがあるという。また森本（2008）
は，カンボジア絹絵絣の特徴は絹の綾織りの緯糸絣という点で，チャム人の絣と共通点をもち，チャ
ム人が暮らすカンボジアとベトナム以外で緯糸絣が見られるのは，海南島，フィリピンのミンダナオ
島，インドネシア／スマトラ島，マレーシア，すなわちチャンパ滅亡後にチャム人を受け入れた地域
であるという。さらに緯糸絣はミャンマー（前ビルマ）のシャンにも見られ，これはアンコールの王
宮にいたチャムの織り手が，アユタヤ（現タイ）がアンコールを攻め滅ぼしてアユタヤに連れて行か
れ，その後ビルマがアユタヤを攻め滅ぼした時，ビルマに連れて行かれて伝わったのではないかとし
ている。
近隣国の絣生産を見ると，カンボジアの三枚綾の絹緯絣の独自性希少性がわかりやすくなる。植
村（2006）も，カンボジアの織物文化がインドの影響を強く受け，サンポットのようなインド様式の
広幅の腰布が普及し，織物生産用の織り機の基本構造もインドの物であると記している。しかし，イ
ンドのグジャラート地方の絹織物パトラが平織で経緯絣（たてよこがすり）17であるのに対し，カンボ
ジアの絹織物は三枚綾織の緯絣（よこがすり）でインド的ではないとする。岩永（2005）も絹織物の三
枚綾織の緯絣は，タイなどカンボジアの近隣諸国に見られることもあるが，インドやインドネシアに
は見られない，という。またタイの場合も，東北タイのスリン県で，カンボジアから移住してきたク
メール人が制作している場合が多いという。また岩永（2003）は，ベトナム南部アンザン省のクメー
ル人の集落などで絣が織られているが，マレーの染織も平織中心で，三枚綾は無いとしている。ベト
ナム南部アンザン省の中心地，チャウドックに近いヴァンジャオのクメール人集落トロペアンチュラ
ウ村で，5060年前にその村で制作された幾何学模様の絹絵絣ピダンを2003年に1件のみ確認でき
たという。
23.絹絵絣ピダンの伝承の危機について
231.絹織物生産の減少傾向
ポルポト時代直後，1981年よりタイのカオイダンカンボジア難民キャンプで織物教室を開いた
認定NPO法人「幼い難民を考える会（CYR）」は，カンボジア国内に活動の場を移し，現在もカン
ボジアのタカエウ県にて地域の女性を対象に，草木染めや絹絵絣ピダン研修など織物技術訓練を続け
ている。しかし，近年，織り手が家計を助けるために工場労働などに出稼ぎに行く傾向が見られると
いう18。
なぜ絹織物を織ることを止める傾向が見られるのか。一つにはカンボジアでは生糸を自家生産せず
買う織り手が多く，生糸の値上がりにより織っても利益が激減してしまったことがあげられる。森本
（1998）は，1995年12月，プノンペン特別市での生糸の市場価格は1kg2429米ドルで，村で生産
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17 森本（1998）。
18 2013年に筆者がカンボジアで聞いた話。またシアムリアプの「クメール伝統織物研究所（IKTT）」は，多
くの研修生や織り手を養成し，2006年には総勢500人を超えていた。人数が減った理由はわからないが，
2007年は400人（森本，2008），2013年は200人ほどが養蚕，生糸や綿絹織物の生産にたずさわっている
という（ThePhnom PenhPost，2013d）。
された生糸の買取り価格は1kg2025米ドルとしたという。ThePhnom PenhPost（2011，2012，
2013b）によれば，その後，生糸は値上がりしていき，特に2008年以降，生糸の値上がりが著しく，
1kg50米ドルにまで値上がりしてしまう。輸入生糸の1kgあたりの平均価格は，2009年は30米ドル，
2010年は41米ドル，2011年1月末には52米ドル，2012年夏には44米ドルと下がるが，2013年に
は55米ドルまで上がったという。そのため2010年の生糸輸入量は25％減って約300トンとなり，
2010年の夏には絹の織り手の半数は織るのを止め，若い織り手は他の仕事を探し始めたという19。商
務省の高官によればカンボジアは主に中国から生糸を年400500トン輸入し，国産は45トンにすぎ
ない。国際貿易センターの2012年の報告では，絹織物の織り手は約2万人おり，絹生産はカンボジ
アのGDPに年間，約2500万米ドルの貢献をしていたとされる20。カンボジアの養蚕は主にボンテ
ィアイミアンチェイ県プノムスロック郡とシアムリアプ県スレイスノム郡で約500家族によっ
て約4トンが生産されているという21。
また朝日（2012）はプレイヴェーン県北部シトーカンダール郡P村で絹織物生産の分業化につ
いて2005年から2010年まで毎年，調査を行っていた。P村は内戦前から高級絹絣の生産を行い，全
292世帯の約7割が畑作と織物業の兼業農家であったが，絹絣需要の増加による生産拡大により市場
が飽和状態となり価格が下落し始めた。さらに2010年の世界経済不況で富裕層が買い控えたことな
どにより，P村で生産された絹絣の仲買人への販売価格も下落したという。2007年は1クベン22約
3.8m70米ドルだったが，20092010年にかけて1クベン60米ドルから4550米ドルに下落したた
め，生産者の利益率が下がり，絹絣の生産を止める世帯も出始めたと報告している。
2008年の世界の経済危機の影響もあり，絹織物の需要が下がり，売れなくなったことも絹織物生
産の減少に影響した。絹織物の7割は国内で消費されるが，欧米や日本へ輸出される絹織物が，2009
年は2008年に比べ26％の減少が見込まれていた。絹織物の生産の減少に伴い，2008年に生糸は400
トン輸入され，1kg25米ドルであったが，2009年には輸入量は25％減り，300トンとなると予想さ
れた23。また2008年の経済危機後，観光客が減り，絹織物の売り上げが約8割減ったため，観光地
シアムリアプ県やプノンペン特別市のみやげ物店やタカエウ県の絹織物の織り手が危機に直面してい
るという声も聞かれた24。
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19 カンダール県ムックカンポール郡コダッ行政区ルヴィアクロム村では2009年に生糸の価格が急騰し利
益が出ないため，絹生産者の約8割が絹を織るのを止め，多くの家族がプノンペン特別市の縫製工場で働き
始めたという（ThePhnom PenhPost，2010a）。この記事はコダッ行政区をカンダール県としているが，
NCDD（2014）はコダッ行政区をプノンペン特別市に含めている。カンダール県は同特別市を囲む県であ
るため，同じ地域をさすと考えられる。
20 ThePhnom PenhPost（2013a,2013c）。
21 ThePhnom PenhPost（2010b）。ボンティアイミアンチェイ県プノムスロック郡パオイチャー行
政区パオイチャー村の養蚕家によれば，1960年代は村の9割の家族が養蚕を行い，クメールルージュ
時代も生産を続けたが，2009年に黄金の生糸の価格が1kg29米ドルに下がり，多くの農家が稲作に切り替
えざるをえなかったが，2010年には1kg50米ドルに価格が上がったという。パオイチャー行政区長は，
同行政区の2000世帯の内，養蚕にたずさわっているのは約50世帯であるという（ThePhnomPenhPost，
2010c）。
22 1クベンはサンポットと呼ばれる巻きスカート2枚分。布巾は約90cm。
23 ThePhnom PenhPost（2009b）。
24 ThePhnom PenhPost（2009a）。
さらに工場労働者の最低賃金の上昇と，海外からの工場進出による人手不足も，絹織物の織り手が
出稼ぎに行く傾向を促していると考えられる。たとえば朝日（2012）が調査した高級絹絵絣を織るP
村では1台の織り機あたり1カ月に34クベンの絹が織られ，2010年の相場では1クベンあたり45
50米ドルで仲買人が買っていたという。そこから生糸や染料代など原材料費を引くと織り手の収入
はわずかであると筆者は考える。筆者が2014年2月にカンボジアで絹織物の織り手に研修をして支
援する活動を行う国際NGOに聞いた村での原材料費は，経糸1kg50米ドルが6クベン分なので1
クベン分は約8.3米ドル，緯糸1クベン分は0.4kgで20米ドル，化学染料が約2.5米ドルである。1
クベンの絹絣の原材料費は計30.8米ドルとなり，仲買人に1クベン4550米ドルで売っても，差し
引き1クベン14.219.2米ドルで，月34クベンを織って売れた場合，42.676.8米ドルとなる。また
朝日（2012）は糸のくくり作業を第三者に頼むと，1日の賃金は0.630.83米ドルであるという。よっ
て，くくり作業を外注すると織り手の手元に残る現金はさらに減ってしまう。
一方，カンボジアの縫製工場労働者は5060万人といわれ，その最低賃金が2013年7月の総選挙
の争点となり，票の獲得をねらったフンセン政権は投票日前に最低賃金を月61米ドルから月80米
ドルに引き上げると発表した。その後，労働組合は最低賃金を倍の月160米ドルまで引き上げること
を要求してデモを繰り返し，12月末にカンボジア政府は月95米ドルに5米ドルの福利厚生手当を加
え月100米ドルに最低賃金を引き上げると発表した。さらに5年間で段階的に月160米ドルに引き上
げるという案も示したが，労組は即時160米ドル引き上げを要求し続けている。さらに，カンボジア
の農村からの出稼ぎ先は，国内の縫製工場にとどまらず，近年，海外への出稼ぎにも拍車がかかって
いる25。ちなみに隣国タイの最低賃金は月345米ドルである。
232.絹絵絣ピダンの希少な織り手達
このように一般的な絹織物の織り手でさえ織ることを止める者が増える中，制作に高度な技術と時
間を要する絹絵絣ピダンの場合は，さらに伝承が困難といえる。そもそも一般的な絹織物の織り手に
くらべ，絹絵絣ピダンを織れる技術を有する織り手の数は，内戦前も限られていたと考えられ，技術
を伝授できる指導者の数も少ない。森本（2008）がタカエウの村で80代の女性に聞いた話によれば，
タカエウに複雑な大きな柄で制作に大変な技術と時間を要するピダンという絣布を織る村があり，絹
絵絣ピダンは以前，プノンペン特別市で王室や上流階級のために布を織る工房で働いていた者が村に
戻って織り始めた，とのことである。また植村（2006）も高級絹絣の主な産地は，タカエウ県，コン
ポンチャーム県と王宮のあるプノンペンであるとする。またタカエウ県では，王宮で絹絣を織って
いた織り手が故郷に帰った後に，高級絹絣を織り始めたとし，絹絣は庶民にとっては儀礼用の特別な
物であり，日常着には平織の木綿を用いていたという。森本（2008）が手の込んだ複雑な絣の布の織
り手を，1990年代半ば，タカエウ県，コンポンチャーム県，プレイヴェーン県と絹織物の村を
まわって探したが，特別な技術をもつ織り手には20人弱しか出会えなかったという。また古布の文
様を復元できる，と言った高齢の織り手に古布を預けて織ってもらおうとしても，実際に復元できる
人は少なかったという。すなわち，絹絣は織れても，高級絹絣が織れるとは限らず，また織り手の高
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25 朝日新聞（2013,2014），TheCambodiaDaily（2013,2014），ThePhnom PenhPost（2014a,2014b），
木村（2013）。
齢化も阻害要因と考えられる（図9参照）。
岩永（2003）によると，2002年の調査の折，タカエ
ウ県プレイカバス郡クダン行政区ポーム村（古い地
図ではアングケップバオク村）と，その西隣のクダン
村でかつて絹絵絣ピダンを制作していたと話す村人に
出会った。絹絵絣ピダンはカンボジア国内では皆無に
等しく，小川紀子氏による2001年の調査で，コンポ
ンスプー県プノムスロッチ郡カプトゥック村の絹
絵絣ピダン（建築などの文様）を小川氏自身がタカエ
ウ県で1件確認できたのみであったという。
たとえば図1は，高級絹絣の一例である。これは王
宮に絹織物を納め，ユネスコの絹織物コースを指導したリウサエム氏の工房の織り手ペッチキム
（通称ンゲット）氏の作品である。絹絵絣の文様は，すぐに複製されてしまうということで，筆者が
PPTと共に購入するまでは，個人購入者のみが目にする特別な絹織物であった。筆者は後日，これ
に似た文様の絹絵絣をプノンペンの絹織物の店で見かけたが，文様が美しくなく，染色も劣悪だった。
織り手に技術がなければ，質の高い絹織物は制作できないのである。
このンゲット氏を指導したリウサエム氏は，タカエウ県トォールロローク村の出身で，クメー
ルルージュ時代を生き延びた後，1982年からプノンペンに工房を開いたという。リウサエム氏
の高級絹絣は有名で，宣伝をしなくても口コミで，欧米人や日本人，裕福なカンボジア系アメリカ人
に売れたという。リウサエム氏は，ウッドーミアンチェイ県で12月に作られる1kg55米ドル
の最高の絹糸を用い，自然素材の染料をモンドルキリ県やコンポンスプー県などから購入する。リ
ウサエム氏は100年ほどまえの柄を復元し，柄の複雑さによって制作に38カ月かかり，価格は
（1クベン，サンポットと呼ばれる巻きスカート2枚分，約3.8mで）220800米ドルであるとしていた。一
方，市場で売られている絹織物は（0.5クベン，サンポット1枚分，約1.9mで）1570米ドルほどであ
った27。
3.絹絵絣ピダンの復興と伝承をめざす市民による活動
本稿では，カンボジア絹絵絣ピダンが三枚綾織の緯絣で文様も仏教神話等の世界観が融合して描
かれている点で，近隣国の絹織物と異なる独自性希少性があること，絹絵絣ピダンの織り手の後継
者の養成が必要であること，を考察してきた。
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26 2003年，PPT開始のきっかけとなった絹絵絣ピダンの織り手を探しにPPTメンバーとタカエウ県を訪れ，
タンポー氏に出会うことができた。彼女が手にしている絹絵絣ピダンは筆者がプノンペン特別市のトゥート
ンポン市場で2003年に購入したものである。彼女いわく，この絹絵絣ピダンはタイ人から古布の写真を見
せられ，復元を依頼されて織ったものである。
27 ThePhnom PenhPost（1995,2001）。文中の括弧内の織物の長さは筆者による補足説明。ンゲット氏と
リウサエム氏は共にタカエウ県サムラオン郡の出身とCYRスタッフから2014年2月28日に筆者が確認
した。
図9.絹絵絣ピダンと織り手のタンポー氏26
注）筆者撮影。
筆者は，カンボジア伝統絹絵絣ピダンの復興と伝承の一助になればと考え，友人たちと共にピダン
プロジェクトチーム（PPT）を2003年に結成し，活動を始めた。筆者を含め，PPTメンバーは，
当時，カンボジアで活動する異なる国際協力NGOスタッフとしてそれぞれ働いていた。PPTの具
体的な活動は，カンボジアで短期展示会を実施し，近年，新たに復元された絹絵絣ピダンと創作絹絵
絣ピダンを，外国人のみならずカンボジア人に広く周知し，その技術の復興と伝承，復元と制作の一
助となることであった。同時に，伝統柄の絹絵絣ピダンを探してカンボジア国内外の産地での調査を
行い，伝統柄の復元や創作図柄の奨励を通じて，現代の織り手の動機づけと技術の向上伝承をはか
ってきた。PPTは日本人の有志による活動であるため，将来のカンボジアでの持続性を考え，当初
よりカンボジア国内で絹絵絣ピダンの常設展を実現することを目標としていた。
そして2011年にプノンペン特別市の国立博物館に23枚の絹絵絣ピダ
ンを寄贈し，同国立博物館にて絹絵絣ピダンの常設展示が始まった。そ
れまで同国立博物館での絹織物の展示は，スペースが限られているため，
必ずしも絹絵絣ピダンではない着用の絹絵絣が折りたたまれた状態で展
示されていた。絹絵絣ピダンの文様は広げて全体を鑑賞できるように展
示しなければ，その本当の価値は伝わらない。PPTの希望を聞いて，
同国立博物館は，絹絵絣2枚を広げて展示するスペースの提供を快諾し
てくれた（図10参照）。2枚というささやかな展示ではあるが，同国立
博物館へはカンボジア人は無料で入館できるため，絹絵絣ピダンの常設
展示をしてカンボジア人にも周知するという目標は達成できた。
PPTによる過去の主な絹絵絣ピダンの調査活動と展示会を次ページ
の表2に示す。
なお，本稿を執筆中にも，プノンペン特別市の国立博物館の協力により，同国立博物館で2014年
1月26日から4月27日にかけて絹絵絣ピダン16枚を展示している。絹絵絣ピダンについて，外国
人のみならずカンボジア人に広く周知し，質の高い絹絵絣ピダンを復元する過程を次世代の織り手に
示し，制作技術の向上をめざすものである。今回の展示会にあたり，内戦前に同国立博物館に所蔵さ
れていたが消失したピダンの秘蔵写真を，同国立博物館長から提供された28。これをもとに現在，ン
ゲット氏が，カンボジア産の絹糸と自然染織でその文様の復元を試みている。
同国立博物館での絹絵絣ピダン展示会は2度目である。前回の2010年の展示会では「仏教」に関
連する文様を中心に絹絵絣ピダンを選んで紹介した。今回は「仏教」に限らず，「シップクロス（船
柄）」，「海」，「ナーガ（蛇龍神，守護神）」，アンコール遺跡群の彫刻にも見られる「生命の樹」など
の文様を含め，前回，展示されなかった文様を中心に，極めて精緻な文様を選んで展示している。
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図 10.プノンペン特別市の
国立博物館における絹絵絣ピ
ダンの常設展示
注）筆者撮影。
28 国立博物館長はこの写真を内戦前にカンボジアで調査を行ったDupaigne氏から提供されたという。岩永
（2005）もDupaigne氏が1969年から1970年代初頭にかけてカンボジアで染織と養蚕の調査を行い，コン
ポンチャーム県クロイチマー郡のチャム人の村で仏教的柄のすばらしい高級織物がつくられていたとして
いる。
おわりに
以上のように絹絵絣ピダン伝承のため，ささやかな協力を続けてきた。しかし現在も，絹絵絣ピダ
ンのみならず，カンボジアにおける絹織物自体の伝承が危ぶまれる状況に変わりはない。消滅の危機
にある絹絵絣ピダンに関連して，主に以下の四点の基礎的研究課題が残されていると筆者は考える。
第一にカンボジア国内の絹絹織物の生産について，表1の地域で現在も生産が行われているのか。
第二に表1以外の地域で絹絹織物の生産が行われている地域はどこか。第三に絹絹織物生産地の
中で，特に絹絵絣ピダンが制作されている地域はどこか。第四に，カンボジア近隣国で絹絵絣ピダン
が制作されている地域はあるか，そしてその生産量はどのくらいか，である。
世界的にも希少な伝統工芸品である絹絵絣ピダン，その制作の高度な技術が伝承されず消滅するこ
とは，カンボジアだけでなく世界にとって重要な無形文化遺産の喪失を意味するのではないだろうか。
今後，絹絵絣ピダンが公式に無形文化遺産として世界で認知され，そして織り手の人達が技術を伝承
し，生計を立てていけるようになることを願ってやまない。
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表2.PPTによる絹絵絣ピダンの調査と短期展示会の歩み
2003年5月 カンボジア在住NGO日本人スタッフ（当時）7人の有志がPPT結成。
絹織物の産地タカエウ県を視察訪問。UNESCOカンボジア事務所，プノンペン特別市の国立博物
館などで聞き取り調査。
2003年6月 絹絣の第一人者リウサエム氏に創作ピダンを依頼。
2003年10月 カンボジア日本友好50周年記念ODANGO展示会（プノンペン特別市チャタムック劇場）にて
創作ピダンを含む数点を展示。
2003年12月 カンボジア王国文化省国家文化センターCホールで展示会。
2004年10月 プノンペン特別市Women・sInternationalGroup月例会で解説。
2005年1月 プノンペン特別市カンボジアーナホテル展示会（UNESCO後援）。
2005年6月 カンボジア王国仏教研究所国際会議の会場にて展示。
2006年2月 ベトナムのカンプチアクロムのチャウドックの近隣の絹絣産地を視察訪問。
クメール古典舞踊家山中ひとみ舞踊ワークショップ会場（プノンペン特別市カンボジア日本協力
センター）に展示。
2006年6月 市民社会フォーラム（プノンペン特別市チェンラ劇場）にて展示。
2006年8月 プロジェクトHOPEジャパン10周年記念式典（東京）展示。
2006年9月 クメール古典舞踊家山中ひとみ日本公演会場（東京3カ所）にて背景に展示。
2006年11月 プノンペン特別市ウナロム寺院内の広島ハウス完成式にて展示。
2006年12月 シアムリアプ市エコアグリカルチャー＆ローカルプロダクト振興キャンペーン会場にて展示。
2007年2月 シアムリアプ市シルクフェア（カンボジアシルクフォーラム主催）にて展示。
プノンペン特別市カンボジア日本協力センター1周年記念行事にて展示。
2008年11月26日－
2009年1月20日
プノンペン特別市カンボジアNGO「REYUM」ギャラリーで絹絵絣ピダン展示会。ピダン調査を
依頼し，報告書『ピダンプレアその信仰と慣習』を出版，配布（東京楽部による助成）。
2010年8月7－31日 プノンペン特別市の国立博物館にて，「仏教」に関連する文様を中心に絹絵絣ピダン15枚を一堂に
展示する展示会を開催。
2013年2月 絹絵絣ピダン調査報告書『ピダンプレアその信仰と慣習』増刷販売開始。
2013年8月28日－
9月3日
阪急うめだ本店にて「よみがえるカンボジア伝統絹絵絣ピダン展布にこめられた文化信仰」
日本カンボジア友好60周年記念に協力。主催：阪急うめだ本店，共催：認定NPO法人幼い
難民を考える会（CYR）。
2014年1月26日－
4月27日
プノンペン特別市の国立博物館にて，「シップクロス（船柄）」，「海」，「ナーガ（蛇龍神，守護神）」，
アンコール遺跡群の彫刻にも見られる「生命の樹」などの文様を含め，絹絵絣ピダン16枚を一堂
に展示する展示会「よみがえるカンボジアの宝絹絵絣ピダン展」を開催。
注）筆者作成。米倉（2014）参照。
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